
東

海

林
　

太
　

郎
「
一
唱
民
楽
」
国
民
的
な
流
行
歌
手

満

鉄

に

就

職

「
一
唱
民
楽
」
は
、
宮
本
武
蔵
を
尊
敬
し
て
い
た
東
海
林
太
郎
が
座
有
の
銘
と
し
て
い
た
こ
と
ば
で
あ
る
。
武
蔵
の

「
一
剣
護
民
」
（
一
つ
の
剣
を
も
っ
て
民
を
守
る
）
の
精
神
に
倣
い
、
み
ず
か
ら
の
精
神
を
そ
の
よ
う
に
表
現
し
た
の



で
あ
っ
た
。

東
海
林
太
郎
は
、
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
十
二
月
十
一
日
、
秋
田
で
も
珍
し
い
大
雪
の
朝
に
秋
田
市
千
秋
矢

留
町
（
旧
台
所
町
）
で
生
ま
れ
た
。

保
戸
野
尋
常
小
学
校
を
経
て
明
治
四
十
四
年
に
秋
田
中
学
に
入
学
。
小
学
校
の
こ
ろ
か
ら
唱
歌
が
人
好
き
で
、
秋
中

に
入
っ
て
か
ら
も
よ
く
歌
を
歌
っ
て
い
た
ら
し
い
が
、
一
方
で
器
械
体
操
も
得
意
で
あ
っ
た
。

二
年
先
輩
に
武
藤
鉄
城
が
い
て
、
こ
の
人
は
鉄
棒
の
名
人
で
あ
っ
た
が
、
東
海
林
は
そ
の
武
藤
先
輩
な
ど
多
数
の
人
々

が
見
守
る
中
で
堂
々
と
大
車
輪
を
や
っ
て
み
せ
た
と
い
う
。

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に
秋
田
中
学
を
卒
業
す
る
が
、
親
の
反
対
が
あ
っ
て
東
海
林
の
希
望
す
る
音
楽
学
校
に
進

む
こ
と
は
で
き
ず
、
翌
年
、
早
稲
田
大
学
商
学
部
の
予
科
に
進
学
、
さ
ら
に
本
科
を
経
て
研
究
科
（
現
大
学
院
）
一
年

を
修
了
し
た
の
は
大
正
十
二
年
で
あ
っ
た
。
修
了
の
前
年
に
、
同
じ
秋
田
市
出
身
の
庄
司
久
子
と
結
婚
し
て
い
る
。
庄

司
は
東
京
音
楽
学
校
（
東
京
芸
術
大
学
音
楽
学
部
の
前
身
）
の
声
楽
科
出
身
の
女
性
で
あ
っ
た
。

早
稲
田
を
終
了
し
た
年
の
九
月
に
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
の
庶
務
部
調
査
課
に
勤
務
す
る
が
、
東
海
林
が
満
鉄
を
選

ん
だ
の
に
は
や
は
り
音
楽
が
関
係
し
て
い
た
。

当
時
、
日
本
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
な
く
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
は
も
っ
ぱ
ら
レ
コ
ー
ド
、
そ
れ
も
高
価
な
輸
入
盤
で
あ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
満
州
で
は
大
連
（
現
旅
大
）
が
自
由
港
で
、
す
べ
て
の
外
国
品
は
免
税
の
た
め
、
外
国
製
タ
バ
コ
、

カ
メ
ラ
、
レ
コ
ー
ド
な
ど
の
輸
入
品
は
内
地
の
半
値
で
購
入
で
き
た
。
満
鉄
に
入
社
し
た
東
海
林
は
欲
し
い
レ
コ
ー
ド

を
ど
ん
ど
ん
買
い
集
め
て
音
楽
に
親
し
ん
だ
の
で
あ
る
。



仕
事
の
方
で
は
、
「
満
州
に
於
け
る
産
業
組
合
」
と
い
う
表
題
の
調
査
論
文
を
発
表
し
た
り
す
る
一
方
、
満
鉄
対
抗

陸
上
競
技
大
会
で
、
一
〇
〇
Ｍ
走
・
二
〇
〇
Ｍ
走
・
五
〇
〇
Ｍ
走
・
走
り
幅
跳
び
・
三
段
跳
び
の
五
種
目
に
優
勝
し
た

り
も
し
て
い
る
。

在
職
八
年
、
東
海
林
は
鉄
嶺
と
い
う
所
の
図
書
館
長
の
職
に
あ
っ
た
が
音
楽
へ
の
思
い
絶
ち
が
た
い
も
の
が
あ
り
、

つ
い
に
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
満
鉄
を
辞
し
、
二
児
を
伴
っ
て
帰
国
す
る
。
妻
の
久
子
は
、
大
正
十
四
年
に
す
で
に

単
身
帰
国
し
て
い
た
。

翌
六
年
に
は
弟
三
郎
と
中
華
料
理
店
を
開
い
た
り
し
て
い
る
が
、
妻
久
子
と
は
正
式
に
離
婚
し
、
東
京
音
楽
学
校
器

楽
科
（
バ
イ
オ
リ
ン
専
攻
）
出
身
の
渡
辺
静
と
再
婚
し
た
。

妻
静
の
励
ま
し
を
受
け
な
が
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
下
八
川
圭
祐
に
師
事
し
、
音
楽
の
基
礎
か
ら
勉
強
に
励
ん
だ
東
海
林

は
、
や
が
て
昭
和
八
年
四
月
、
時
事
新
報
社
主
催
の
第
二
回
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
て
み
ご
と
に
入
賞
を
果
た
し
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
歌
手
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
す
る
。

し
か
し
、
音
楽
学
校
を
出
て
い
な
い
こ
と
で
流
行
歌
の
世
界
に
転
向
、
ポ
リ
ド
ー
ル
、
キ
ン
グ
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
専
属

と
し
て
レ
コ
ー
ド
歌
手
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
三
十
歳
を
と
う
に
過
ぎ
た
遅
い
出
発
で
あ
っ
た
。

「
赤

城

の

子

守

唄

」

東
海
林
が
初
め
て
レ
コ
ー
ド
に
吹
き
込
ん
だ
曲
は
日
東
レ
コ
ー
ド
の
「
宇
治
茶
摘
唄
」
だ
が
、
翌
昭
和
九
年
に
は
、



キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
「
山
は
夕
焼
け
」
、
そ
し
て
ポ
リ
ド
ー
ル
か
ら
あ
の
「
赤
城
の
子
守
唄
」
（
佐
藤
惣
之
助
作
詞
　
竹
岡

信
幸
作
曲
）
、
「
国
境
の
町
」
（
大
木
惇
夫
作
詞
　
阿
部
武
雄
作
曲
）
な
ど
の
大
ヒ
ッ
ト
を
飛
ば
し
、
直
立
不
動
の
姿
勢
、

ナ
チ
ュ
ラ
ル
ウ
ェ
ー
ブ
が
か
か
っ
た
独
特
の
ヘ
ア
ー
ス
タ
イ
ル
、
ロ
イ
ド
眼
鏡
と
相
ま
っ
て
、
東
海
林
は
た
ち
ま
ち
国

民
的
な
人
気
歌
手
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
昭
和
九
年
だ
け
で
、
ポ
リ
ド
ー
ル
で
七
十
曲
、
キ
ン
グ
で
四
十
三
曲
、
合
わ
せ
て
百
十
三
曲
が
吹
き
込
ま
れ
て

い
る
。

そ
れ
ら
を
含
め
、
東
海
林
は
そ
の
後
も
ポ
リ
ド
ー
ル
を
中
心
に
「
旅
笠
道
中
」
「
む
ら
さ
き
小
唄
」
「
野
崎
小
唄
」
「
お

夏
清
十
郎
」
「
す
み
だ
川
」
「
椰
子
の
実
」
「
湖
底
の
故
郷
」
「
麦
と
兵
隊
」
「
名
月
赤
城
山
」
な
ど
、
矢
継
ぎ
早
に
ヒ
ッ

ト
曲
を
出
し
て
い
く
が
、
歌
に
取
り
組
む
気
持
ち
も
あ
の
直
立
不
動
の
姿
勢
と
同
様
、
真
っ
直
ぐ
で
揺
ら
ぐ
こ
と
が
な

か
っ
た
。

一
躍
人
気
歌
手
に
な
っ
て
東
海
林
の
周
囲
は
急
に
華
や
か
に
な
る
が
、
歌
手
と
し
て
は
常
時
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
練
習
を

怠
ら
ず
、
あ
く
ま
で
も
「
ス
テ
ー
ジ
は
真
剣
勝
負
」
と
い
う
姿
勢
を
貫
い
た
。

そ
の
辺
の
事
情
を
東
海
林
は
、
昭
和
十
四
年
に
第
一
号
が
発
行
さ
れ
た
東
海
林
太
郎
後
援
会
機
関
紙
「
東
海
林
太
郎
」

の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

僕
は
た
と
へ
ば
、
赤
城
の
子
守
唄
を
歌
ふ
時
、
「
流
行
歌
赤
城
の
子
守
唄
」
を
歌
は
う
と
は
思
は
な
い
。
赤
城
の

子
守
唄
と
し
て
の
最
高
の
表
現
を
し
よ
う
と
努
力
す
る
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
神
の
栄
光
」
を
歌
ふ
時
と
同
じ
態



度
で
あ
る
。
シ
ュ
ー
マ
ン
の
失
恋
の
歌
を
歌
ひ
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
恋
の
歌
を
歌
ふ
時
み
な
然
り
。
山
田
耕
筰
然
り
。

麦
と
兵
隊
然
り
。
同
じ
歌
ひ
方
を
す
る
と
い
ふ
の
で
は
な
い
。
（
そ
ん
な
事
を
し
た
ら
大
変
で
あ
る
）
。
そ
の
歌
曲
に

対
す
る
心
構
え
が
同
じ
だ
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
そ
の
歌
曲
の
持
つ
内
容
の
、
最
高
の
芸
術
的
表
現
を
し
よ
う
と
心
を

砕
く
の
で
あ
る
。

レ
コ
ー
ド
の
吹
き
込
み
や
舞
台
で
の
演
奏
会
、
さ
ら
に
は
映
画
出
演
と
多
忙
な
毎
日
が
つ
づ
い
た
が
、
戦
時
中
は
北

京
の
陸
軍
病
院
を
慰
問
し
た
り
も
し
て
い
る
。
こ
の
時
は
い
つ
ま
で
も
拍
手
が
鳴
り
や
ま
な
か
っ
た
と
い
う
。

命
が
け
で
歌
に
取
り
組
む
東
海
林
は
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
の
終
戦
の
日
も
、
当
初
の
予
定
通
り
、
午
後
か
ら

長
野
県
飯
田
市
で
演
奏
会
を
開
い
て
い
る
。

戦
後
最
初
の
吹
き
込
み
は
「
さ
ら
ば
赤
城
よ
」
で
、
そ
の
後
も
精
力
的
に
新
し
い
歌
に
取
り
組
ん
で
い
く
が
、
昭
和

二
十
三
年
、
長
期
演
奏
旅
行
中
に
、
秋
田
市
出
身
で
小
さ
い
頃
か
ら
親
友
で
あ
っ
た
青
柳
安
誠
博
士
（
京
都
大
学
医
学

部
教
授
）
か
ら
結
腸
ガ
ン
と
診
断
さ
れ
る
。

東
海
林
は
、
東
京
大
学
の
大
槻
菊
男
博
士
を
紹
介
さ
れ
、
同
博
士
の
執
刀
に
よ
る
開
腹
手
術
で
鶏
卵
大
の
ポ
リ
ー
プ

を
摘
出
し
た
。

病
癒
え
た
束
海
林
は
、
昭
和
二
十
六
年
に
は
戦
後
初
の
海
外
音
楽
使
節
と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
に
演
奏
旅
行
に
出
か
け
、

二
十
八
年
に
は
重
役
歌
手
（
相
談
役
）
と
し
て
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
レ
コ
ー
ド
に
入
社
し
た
。

た
だ
、
こ
の
年
の
十
二
月
二
十
八
日
に
は
愛
妻
静
を
失
っ
て
悲
し
み
に
つ
つ
ま
れ
た
。



悪
い
こ
と
は
つ
づ
き
が
ち
な
も
の
で
、
東
海
林
も
二
年
後
に
は
ガ
ン
の
た
め
再
び
開
腹
手
術
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
こ

ぶ
し
大
の
ポ
リ
ー
プ
を
摘
出
し
た
。

こ
の
時
は
入
院
中
の
病
院
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
歌
合
戦
に
出
場
し
、
「
義
経
の
歌
」
を
熱
唱
し
て
会
場
か
ら
万
雷
の
拍

手
を
浴
び
た
。

歌

と

音

楽

へ

の

情

熱

東
海
林
は
、
昭
和
三
十
四
年
に
青
木
美
瑳
子
と
再
婚
す
る
が
、
ガ
ン
は
そ
の
後
も
東
海
林
を
苦
し
め
、
三
十
九
年
、

四
十
三
年
、
四
十
四
年
と
さ
ら
に
三
度
に
わ
た
っ
て
大
小
の
手
術
を
受
け
て
い
る
。

し
か
し
、
健
康
に
不
安
を
抱
え
な
が
ら
も
歌
と
音
楽
に
対
す
る
情
熱
は
一
向
に
衰
え
ず
、
昭
和
三
十
八
年
に
は
歌
手

の
権
利
、
利
益
、
名
誉
を
守
る
た
め
に
日
本
歌
手
協
会
を
設
立
、
み
ず
か
ら
初
代
会
長
に
就
任
し
て
歌
謡
界
全
体
の
発

展
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
た
。

歌
謡
界
に
お
け
る
こ
う
し
た
一
連
の
功
績
に
対
し
て
、
ま
ず
昭
和
四
十
年
に
は
歌
謡
界
初
の
紫
綬
褒
章
が
贈
ら
れ
、

合
わ
せ
て
第
七
回
レ
コ
ー
ド
大
賞
特
別
賞
も
受
賞
し
た
が
、
さ
ら
に
四
十
四
年
に
は
や
は
り
歌
謡
界
で
初
め
て
勲
四
等

旭
日
小
綬
章
を
授
与
さ
れ
た
。

二
千
曲
近
く
歌
い
つ
づ
け
て
き
た
東
海
林
の
最
後
の
レ
コ
ー
ド
と
な
っ
た
の
は
、
死
の
前
年
、
昭
和
四
十
六
年
十
一

月
吹
き
込
み
の
「
高
原
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
」
で
あ
っ
た
。



その前に立つと東海林太郎の曲が流れる顕彰碑（秋田県民会館脇）

翌
四
十
七
年
は
三
月
に
第
二
十
三
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化

賞
を
受
賞
す
る
が
、
九
月
二
十
四
日
、
東
京
立
川
の
東
海

林
太
郎
音
楽
事
務
所
で
打
ち
合
わ
せ
中
に
倒
れ
、
直
ち
に

立
川
中
央
病
院
に
入
院
。
十
月
四
日
午
前
八
時
五
十
分
、

脳
内
出
血
の
た
め
、
歌
と
と
も
に
生
き
た
七
十
三
年
の
生

涯
に
終
止
符
を
う
っ
た
。

歌
謡
芸
術
の
業
績
顕
著
に
よ
り
、
こ
の
日
の
う
ち
に
正

五
位
に
叙
せ
ら
れ
、
勲
三
等
瑞
宝
章
を
授
与
さ
れ
た
。

翌
五
日
に
音
楽
葬
（
葬
儀
委
員
長
　
中
村
邦
雄
）
で
密

葬
が
営
ま
れ
、
十
九
日
に
東
京
青
山
の
葬
儀
所
に
お
い

て
、
日
本
歌
手
協
会
他
八
団
体
に
よ
る
合
同
葬
（
葬
儀
委

員
長
　
林
伊
佐
緒
）
が
盛
大
に
営
ま
れ
た
。

葬
儀
の
翌
月
十
一
月
に
は
、
歌
謡
界
な
ら
び
に
放
送
音

楽
に
残
し
た
多
大
の
功
績
と
放
送
へ
の
貢
献
に
対
し
、
第

三
回
日
本
歌
謡
大
賞
放
送
音
楽
特
別
賞
が
贈
ら
れ
た
。

東
海
林
太
郎
顕
彰
碑
建
設
委
員
会
（
倉
田
儀
一
会
長
）

の
手
で
、
秋
田
市
の
県
民
会
館
の
一
画
に
顕
彰
の
胸
像
が



建
立
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
五
十
年
五
月
で
あ
る
。

そ
の
歌
声
で
た
く
さ
ん
の
人
に
感
動
と
勇
気
を
与
え
、
そ
の
人
柄
で
多
く
の
人
々
に
愛
さ
れ
た
東
海
林
太
郎
は
今
、

秋
田
中
学
の
先
輩
で
あ
る
多
田
等
観
の
生
家
西
船
寺
で
と
こ
し
え
の
眠
り
に
つ
い
て
い
る
。
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